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研究成果の概要（和文）：本研究の成果は次のように纏められる。1）自由意志信念概念の多様性分析と、それ
を測定する妥当な尺度の開発、2）自由意志信念否定のメッセージの効果や、自由意志信念、道徳的判断、量刑
判断の関係の解明、3）自由意志信念が報復としての攻撃行動に与える影響の解明と自己制御に関する考察、4）
自由意志およびそれと密接に関わる意図の推論がもたらす帰結に関して、集団や人工物(AI)への判断にも拡張可
能であることを実証、5）自由意志に関する哲学的重要性と心理学的重要性が交差する問題領域の議論の精緻
化、6）研究成果を統合する議論として、自由意志概念、およびそれと関連する心や自己概念を、概念工学的立
場から構築。

研究成果の概要（英文）：The results of this research can be summarized as follows. 1) Analysis of 
the diversity of the free will concept and the development of a scale to measure it, 2) Elucidation 
of the effect of the message of free will belief denial and the relationship between free will 
belief, moral judgment, and punishment judgment, 3 ) Elucidation of the effect of free will belief 
on offensive behavior as retaliation and consideration of self-control, 4) confirmation of external 
validity of the findings regarding regarding the consequences of inferring the will and intentions 
for the cases of groups and artificial objects (AI)  5) refining the discussion of problem areas 
where philosophical and psychological importance of free will intersect, 6) as a discussion that 
integrates research results, the concepts of free will and self are examined  from a conceptual 
engineering standpoint.

研究分野： 社会心理学

キーワード： 自由意志　道徳的判断　心の推論　分析哲学　実験哲学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究課題では、自由意志・それと関わる心的機能・決定論をめぐる諸信念や認知（以降、自由意志関連信念・
認知と呼ぶ）の社会心理学的機能を明らかにするなかで、自由意志関連信念・認知の効果をめぐる実証的知見の
提供に加え、自己制御や対人認知という社会的認知のコア領域の知見を、「自由意思信念－決定論的信念」とい
う軸により、道徳的な判断や行動という観点から統合的に再構築した。また哲学との連携により、人文的な問い
（我々の自由意志の存在や行動の決定因の概念構造）を実践的な問い（自由意志がもたらす心的過程という科学
的知見をどのように生かすのか）にも概念工学という立場から展開した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
「自由意志」に関する信念や他者の心的機能の推論と、対人判断や自己制御に関する行動との

関係の検討が進み、自由意志の存在を信じることが自己制御的行動や道徳的行動を促すこと、ま
た、意図や自律的判断能力などの心的機能の知覚が、他者に対して厳しい道徳的責任の付与につ
ながるという主張がなされてきた（Baumeister et al., 2009 等）。「自由意思と決定論の対立」と
いう哲学の伝統的議論の枠組みを援用したこれらの研究は、近年の科学的知見に基づく「脳内過
程決定論」「遺伝子決定論」とその倫理的含意や、道徳性の進化的基盤に関する議論にも拡大し
てきた（Haidt, et al., 2010, Chuchland, 2011 等)。このような動向は、自由意志をめぐる認知
や信念が、「道徳的主体（moral agent）」としての人間の行動を律する可能性を論じたものでも
あった。 
しかし、自由意志や決定論的要因に関する信念・心的機能の認知が判断や行動に及ぼす際の心

的メカニズム、調整要因や媒介要因は、十分に解明されていなかった。人々が素朴に抱く自由意
志の理解は、運、遺伝子、社会的要因などの決定論的要因と対峙するものとして概念化され得る
が、これら決定論的要因への原因帰属に関する旧来の知見を取り込み、自由意志と決定論的要因
との関係を相対化したうえでの、包括的なモデルの提案が求められていた。さらには、自由意志
の存在を否定したり、脳や遺伝子が行動を決定する可能性を人々に提示することの効果の詳細
な検討とそれに基づく課題を、道徳基盤という視座から検討することも求められていた。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、自由意志に関連する信念や認知が道徳的判断や行動に与える影響を検討するとと

もに、その成果を基盤として人々の自由意志信念に関する情報がもたらす社会的含意を考察し、
自由意志をめぐる社会心理学的研究の成果を統合的に考察するプラットフォームを確立するこ
とを目的とする。また、その際、自由意志に関連する信念や認知として、自由意志のみならず、
それと関連する心的機能（意図性や自律的な意思決定能力など）、および旧来社会心理学で論じ
られてきた様々な決定論的要因（運命や脳決定論・社会決定論など）に関する信念や認知にも焦
点をあて、自由意志概念を相対化しつつ分析哲学との共同により明確化すること、および、原因
帰属や心の知覚と道徳的判断研究などの主要な社会心理学領域における知見との統合を図る。
具体的に目的とするのは、次の 4 点になる。 

 
（1）自由意志関連信念・認知の概念構造の解明 
自由意志信念や、関連する心的機能、および決定論的要因に関する信念・認知を対象に、概念

間の関係と構造を明らかにする。また、実証的検討の過程で、これまで開発してきた「自由意思
―決定論的信念」に関する尺度（渡辺ら 2013）を精緻化し、今後の研究に資する有用な尺度を
構築する。 
（2）自由意志関連信念・認知が自己制御行動に与える影響の解明 
自由意志関連の信念や認知が攻撃行動など道徳的な含意を持つ自己制御行動に与える影響と、

その影響を説明する社会的認知過程を明らかにし、モデル構築を行う。モデルは、自由意志また
は決定論的要因に行動が制御されているという信念や認知が、自己制御動機・道徳的概念・目標
の活性を経て、自己制御行動の実行意図と行動に影響するというプロセスモデルの形を基本と
する。 
（3）自由意志関連信念・認知が道徳的な対人判断や対人行動に及ぼす影響の解明 
自由意志関連信念や認知が、道徳的・非道徳的行動を行った他者への判断と行動及ぼす影響を

検討する。その際、心の知覚と道徳的判断に関する議論（e.g., Grey et al.,2007）を、自由意志
関連の心的機能認知と判断や行動に関する知見の解釈に導入し、自由意志関連の信念や認知を
統合的に説明可能なモデル構築を目指す。 
（4）自由意志概念のあり方に関する統合的考察 
得られた実証的知見と規範的議論を統合し、自由意志や決定論的要因など、人間の自律性、行

動統制にかかわる科学的な知見や概念をどのように構築しすべきかについて、社会心理学と分
析哲学の学際的協同により考察を行う。 
 
３．研究の方法 
 
本研究計画は、社会心理学的な「実験・調査」による実証的知見の生成を核とし、それに分析

哲学を基盤とした「文献研究」を密接に連携させることで遂行した。目的に対応したサブプロジ
ェクトを設定し、これらを社会心理学者と哲学者の協同で順次進めるとともに、各プロジェクト
間での成果については、研究分担者や協力者によるワークショップ等を定期的に開催すること
で共有、展開をはかるとともに、迅速に学会や論文、書籍にて発表し、多様な分野の研究者から



の批判を得て、精緻化することを目指した。 
自由意志関連信念・認知の概念構造の解明については、哲学領域と心理学領域それぞれにおけ

る文献研究を行うとともに、一般の人々が保持している通俗的理解の解明に向けた調査研究・尺
度構築研究を行った。また、それらの成果に基づき、文献が示す自由意志概念と人々の素朴理解
との整合性や齟齬について考察を行った 
自由意志関連信念・認知が自己制御行動や、対人判断、対人行動に与える影響の解明について

は、実験的検討が主体となった。基本的な実験パラダイムは、様々な違反場面を対象とし、自由
意志・決定論的信念の個人測定や実験的操作を行い、違反者に対する反応を測定するというもの
である。その中で、研究の目的に応じて、自由意志の関連概念である統制感・効力感、自己の行
動の原因帰属、心的機能の知覚といった変数や、違反者の違反後の行動（謝罪など）に関する変
数を導入し、知見の精緻化を試みた。主に用いたのは、倫理的な制約上から、仮想的場面を提示
した質問紙実験であるが、攻撃行動にたいする報復研究など、実際の行動指標の測定が可能なも
のについては、コンピューター上でのゲームという設定を用いた実験を実施した。 
自由意志概念のあり方に関する統合的考察については、文献研究や実証的研究の知見につい

て、随時、統合するための議論をメンバー間で行うとともに、学会の WS の場を用いて、議論の
精緻化とさらなる課題の発見へとつなげた。成果については、それぞれが発表する論文や書籍の
なかで論じ、自由意志関連の信念や認知の変化が「自由意志を持つ道徳的主体」としての人間観
に与える影響や社会的帰結について、社会心理学と哲学の融合による知が示す貢献を明らかに
した。 
 
４．研究成果 
 
（1）自由意志信念が道徳的判断や行動に与える影響を検討するためには、信念を測定する妥当
な尺度が必要となるが、これまでに行ってきた研究から、人々が自分自身の自由意志と他者一般
の自由意志に対して保持する信念の程度が異なっていることが示唆されている。この点を踏ま
えて、一般的・個人的自由意志尺度を開発するための研究を実施した。具体的には、一般的・個
人的自由意志尺度（Free Will and Determinism Scale; FWDS）日本語版の作成に取り組み、妥
当性と信頼性を持つ尺度を構築した。またそのなかで、尺度自体が自由意志信念の概念定義の機
能をもつことの指摘とその問題についての考察を行った。 
 
（2）自由意志信念の測定手法が多岐にわたる現状を整理すると共に、関連する概念の素朴理解
やその影響に関する文化比較研究にも携わり、そこでの知見を援用しながら、日本における自由
意志信念の理解に関する特徴を、自由記述データを元に議論した。その結果、他行為可能性、行
為者性、制約からの自由が主な構成要素であることが確認され、日本人にとって自由意志とは、
「何ものにも拘束されず、自分の心理状態にそって行為を選択する」ことを基本的に意味するこ
とが示唆された。 
 
（3）自由意志信念と道徳的判断や量刑判断などの司法的判断の関係について検討を行った。自
由意志信念を実験的に操作した研究では、人々の自由意志信念が元々高い水準にあることに着
目し、信念を否定するメッセージの効果に着目した。その結果、個人差として測定された自由意
志信念の強さが、逸脱行為の原因や責任の認知、非難に及ぼす影響が、否定的メッセージを受け
た状況において確認される一方、統制条件では見られなかったことから、自由意志の否定が、リ
アクタンスを生じさせ、道徳的判断に影響することが示唆された。 
また、犯罪行為を題材として、自由意志信念、道徳的判断、量刑判断の関係について、自由意

志信念が「罰の効用」に関する信念とも関わるという仮説のもと、その媒介的役割も含めた検討
を行った。その結果、自由意志信念が道徳的判断を媒介し、量刑判断に影響することは確証され
たが、罰効用信念と自由意志信念の関連は見いだされず、両者の独立性が示唆された。 
 
（4）自由意志信念が報復としての攻撃行動に与える影響について、松本・櫻井・渡辺・唐沢（2014）
を踏まえ、攻撃特性に関する個人差、自由意志信念の下位次元の役割、応報動機との関係に着目
した検討を行った。実験結果は、自由意志信念の下位次元である運命的決定論が攻撃頻度に対し
て影響を与えるこというものであり、自分の攻撃行動に対する責任が、相手からの攻撃に帰属で
きない場合、運命的決定論的へのコミットメントが低ければ、自分の攻撃行動の責任は、より自
己に帰属されることを通して、攻撃行動を抑制すると解釈される。つまり自由意志信念の一部で
ある運命的決定論は、個人の行動に関する「責任の感じ方」に影響することで、報復的な攻撃を
抑制する可能性がある。自由意志信念が私たちの自己制御行動を支える基盤となる可能性は、他
の多くの研究が論じているとおりであるが、報復としての攻撃に関する心的メカニズムの側面
が示唆されたと言える。 
さらに、検討を攻撃から、自己制御行動一般に拡張し、自由意志信念が、道徳的自律への責任

感を喚起した結果、対人態度や行動での自己制御が高まるのか，それとも、「自由な行動」への
志向が高まることで、非自己制御行動（攻撃、報復など）につながるのかを検討した。これにつ
いては、複数の実験を行ったが、自由意志信念の直接的効果に関する安定的な結果は見いだせな
かった。むしろ、自由意志信念自体ではなく、行為の原因帰属、さらには、行為者が逸脱行為後



に取った行動（謝罪、支援的行為、攻撃など）の影響が大きく、加えてこれらの変数間には相互
依存関係が存在することも示されている。従って、単一の行動ではなく「行動の連鎖」に着目し、
そこに自由意志の認知や関連する推論がどのように関わるのかを明らかにするための研究が必
要であると考えられる。 
 
（5）自由意志およびそれと密接に関わる意図の推論がもたらす帰結に関する実験的検討を行っ
た。他者の中に自由意志を見出すことの影響に関する研究成果と従来行われてきた意図の知覚
の影響に関する研究知見とを俯瞰的に展望する中で、個人への判断を集団や人工物に拡張する
ことの意義を論じ、前者についてはステレオタイプ的判断を対象に、責任の判断、罰の判断やそ
の根拠などに与える影響も含め、検討を行うこととした。また後者については AI の心の推論に
着目し、AIに付与する道徳的立場を軸として検討を行うこととした。 
ステレオタイプ的判断、さらには集団に付与されたスティグマに関する判断については、集団

メンバーが保持する自由意志の推論がネガティブな集団に対する判断を極化させる可能性が示
唆された。一方で、非人間化に関する従来の研究は、自由意志を他者に知覚することが自律的な
エージェントとしての認知を促進し、道徳的な立場の付与につながることを示唆している。従っ
て、自由意志や意図の存在に着目を促すコミュニケーションの効果は両面価値的であることに
なる。ステレオタイプ化された他集団については、意図の推論自体がステレオタイプ的判断の影
響下にあることも予測されるので、単純な処方は得られないが、望ましい相互作用の促進につい
て、行為の意図性や、その対局である決定論的要因の知覚を詳細に検討する必要が明らかとなっ
た。 
AI に対する推論に関しては、事故時に AIに責任を負わせることと科学技術開発との関係につ

いても議論に含めた。実験的検討から明らかになったのは、素朴な責任認知や道徳的立場の付与
が、自律的意思決定の認知に依存することであり、素朴認知のレベルでは、自由意志信念よりも、
意思決定のメカニズムに関する「アルゴリズム」認知が影響をもつことである。一方で、責任を
「とれない」存在としての AI の事故について、AIの擬人化がなされるほど、因果的関与が低い
関係者全体に非難や補償の要求が高まる可能性が示唆された。以上の結果は、行為の自律性と責
任とが連結していた従来の責任論について、科学哲学の立場から、その再構築が必要であるとい
う論点を示すものであり、加えて、自由意志が責任・道徳論の基盤になっていることの是非、ま
た、自由意志が仮に否定された場合に、いかに責任や道徳という概念を維持するのが論点になる
ことが示唆された。 
 
（6）自由意志に関する哲学的重要性と心理学的重要性が交差する問題領域の検討を行った。第
一に着目したのは、自由意志の信念や認知に関する記述的知見と規範的議論との対照である。実
験哲学や社会心理学からの記述的知見としては、自由意志に関する人々の信念や認知は多元的
であり、形而上学的な要素から道徳的責任に関連する要素まで様々である。他方で、哲学的論争
における規範的議論は、こうした必ずしも一貫しない内容を持った自由意志の信念や認知を修
正し、自由や責任の概念を改定していく試みとして理解できる。自由意志をめぐる最近の学祭的
研究は、記述と規範の相互関係がしばしば不明瞭なまま進められてきたが、それをこのように明
確化できることを示した。 
第二に、自由意志をめぐるより個別的な哲学的論争において、自由意志の信念や認知に関する

想定がどのように暗黙に利用されてきたか、その歴史的経緯と方法論的性格に関する検討を行
なった。とりわけ、フランクファート型事例として知られる哲学的思考実験では、自由意志に関
する直観の重要性は当然視されてきたが、むしろ論証上重要な役割を担うのはそうした直観を
生産する認知-情動的なメカニズムのほうであり、その解明において社会心理学や実験哲学の知
見がこれまで考えられていた以上に直接的な含意をもつことを指摘した。 
第三に、意識と自由意志の結びつきに関する研究を行なった。とりわけ、物理的世界の一部と

して意識経験を定位することに関する哲学的問題、および意識的な意志に先行して無意識的な
脳活動が生じるとする科学的知見に注目して、哲学的論争において自己主体性の認知が果たす
論証上の役割について検討を行なった。 
 
（7）研究成果を統合する議論として、自由意志概念、およびそれと関連する心や自己などの概
念をどのように構築するべきかという概念工学的観点からの検討を行い、そこにおける課題や
今後の方向を整理した。道徳的責任をめぐる哲学的議論においては、記述的問題と規範的問題の
境界が存在するが、それらにおいて用いられている自由意志の概念の心理学的解明が意義を持
ち、そこに立脚した考察が必要であること、自由意志や自律性の肯定・否定、また、決定論的な
要因が、私たちの心的状態や自立的行動を行う自己という概念とも密接に関わるので、その詳細
を明らかにする必要があること、道徳的基盤を確保するために、自由意志概念を科学的知見との
整合性を保ちつつ維持することが必要であることが、ここで得られた暫定的な結論である。 
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 １．発表者名

Everyone wants us to teach them what happiness is: changing roles of philosophers in a techno-scientific society

リベット型実験の再検討：経験される自由の観点から

心の概念工学にまつわる規範的問題

自由意志信念が道徳的判断に及ぼす影響：実験操作による自由意志信念の影響の変化に着目して

 １．発表者名
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社会心理学の意義を語る―知としての価値、そして公共性―

道徳ジレンマ問題で道徳判断と行動選択の差を生じる要因の検討：自己制御と共感
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The effects of cognition of the lay judge system on intentions to participate in the lay judge system.

Judgment bias in social psychology

自由意志信念が社会的相互作用場面での攻撃行動に与える影響―運命的決定論信念に着目して―
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 ４．発表年
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 １．発表者名
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Mind attribution of “brain-dead” patient influences people’s attitudes toward organ transplant

The Complex Nature of the Concept of Free Will

ミニマルな自由意思と責任なき倫理
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Gettier was framed. In  Epistemology for the Rest of the World

なぜ心を読みすぎるのか　みきわめと対人関係の心理学

社会心理学－人と社会の相互作用の探求－

太田 紘史
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